
日時：令和８年８月５日（水）13 時～ 

場所：京葉ガスビル 5 階会議室 

 

令和８年度 第１回 松戸市総合教育会議 

次 第 
 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

 

議題 1  柱２「松戸でこどもを教育したいと思える環境をつくります」 

○放課後のこどもたちが安全に安心して過ごせる環境整備について 
 

３ その他 

 

４ 閉会 
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放課後のこどもたちが安全に安心して過ごせ
る環境整備について

子ども部 子ども居場所課
1

資料１



こどもを取り巻く「放課後」の現状と課題
①放課後を取り巻く社会環境の変化

・少子化や共働き世帯の増加 ・地域コミュニティの希薄化

・家庭環境の多様化 ・配慮を要するこどもの増加

②放課後に求められる役割の拡大

・「保育、預かりの中心」から「こどもの健全育成」へ

③全国共通の課題

・活動空間の不足 ・担い手不足 ・質の向上 ・持続可能な運営体制の構築

松戸市の放課後施策

・放課後児童クラブ ・放課後KIDSルーム ・児童館 ・こども館 2



全国における共働き世帯数及び放課後児童クラブの推移
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[共働き等世帯数の推移]



松戸市における共働き世帯数及び放課後児童クラブの推移
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松戸市の放課後児童クラブにおける現状と課題

・今後も安定的な受入体制を維持・拡充していくためには、活動場所の確保が最大の課題

・専用施設の整備は、建設コストの上昇等により実施が困難

・高学年が授業で特別教室を利用する際、低学年が一区画に集中し、育成環境が著しく狭隘化

・集団活動を行う育成スペースに加え、クールダウンや個別対応のための空間不足

・学校周辺に活用可能な民間物件が不足、賃料発生に伴う財政負担
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松戸市で学校施設を活用することの意義

・学校施設のさらなる活用はこどもの最善の利益につながる

・児童が慣れ親しんだ環境により、心身の安定につながる

・学校生活から放課後まで切れ目のない支援が可能

・クラブ分室移動時に伴う交通事故や不審者被害リスクの無い安全な場所

・災害、緊急時対応の一体化

・将来にわたり持続可能な受入れ体制の構築

・限られた公共施設資源の有効活用
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松戸市の今後の対応（案）
▪ 学校施設のさらなる活用にあたってのルール設定

①教育活動を最優先とする

②運営・安全管理等は市長部局が責任を担う

③余裕教室、特別教室等の活用を優先し、それでもなお受入れ体制の確保が困難な場

合には、普通教室の活用を検討する

④恒久的な利用ではなく、状況に応じて見直しを行う

⑤使用時間・範囲の明確化及び原状回復の徹底
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普通教室を借用している実例

・学校も居場所づくりに全面的に協力して成り立っている
・学校教室を使用するにあたり協議書はない
・ロッカー工事は夏休み中。
（子どもの居場所づくり、学校施設のため教育委員会が工事）
・学校の備品、教室内に掲示されている作品破損・紛失等のトラブル一切ない
・普段は１教室のみで収まるが、児童が多いときは隣の教室も使用してよい
・１年２組が保護者会などで使用できないときは他の教室を使用
・帰りの会の時に、備品を廊下に準備
・備品は普段同フロアの教材室に格納（スペアキー所持）
・児童全員が一旦全員退室。子ども教室職員が備品搬入、机椅子レイアウト変更
※担任の先生はまだいた

・机椅子を原状回復しやすいように教室床に目印、机椅子にテプラでナンバリング
・５分程度で受入準備完了、担任の先生退室
・児童は一度下校、外履きに履き替え、子ども教室下駄箱から入室

◆三鷹市へ運用を聴取した内容
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